
［狛江市］学校運営協議会：議事録 

 

 会 議 の 名 称 令和７年度第３回二中ゾーン学校運営協議会

 開　催　日　時 令和８年３月 12日(木)　13 時 00 分～15 時 55 分

 開　催　場　所 狛江市立狛江第六小学校　

 出 席 者 氏 名 半田 京子　　関根 由美子　　秋元 雄介　　松元　新　　 

鈴木 智善　　大野 俊介  　　櫻井 信吾　　松坂　諭      

所　水奈     辻　勘助　     植村 多岐　  小松 香織　　 

浜崎 宣夫　

 欠 席 者 氏 名 増田 裕樹　　前田 正人　    秋元 慈一　　小川 克美　　 

嶋本 雅史　  武田 泰明　　  大津 喜一

 傍　　聴　　者 　０名

 議　　　題 １．児童・生徒の声を聞く　 

２．協議事項 

(１)児童・生徒代表参加の懇談会を受けて 

(２)３校の学校評価結果の考察　 

(３)教育課程の承認　　　 

３．次年度の計画について

 協 議 要 旨 １．児童・生徒の声を聞く 

（三小児童３名・六小児童３名・二中生徒２名：三小児童、二中生

徒はオンライン参加） 

〇今年度３校合同で取り組めたこと 

・二中と三小、二中と六小で合同で挨拶運動に取り組めた。 

・二中で開催した第二育成委員会主催のドミノ大会で二中生徒は子ど

もたちへの説明を担当した。六小、三小の児童はその説明を聞いて

楽しく参加できた。 

〇地域の方と一緒にできたこと 

・二中は地域の方と一緒にみどりの羽根募金に取り組めた。 

・あいさつ運動、ドミノ大会、拡大生徒会を行うことができた。 

〇地域にお願いしたいこと 

・六小は登校時、道路に飛び出して危ないので、道路で見守って欲し

い。 

・二中は他学年との交流を地域で巻き込みながら行いたい。　　　　　　 

〇来年度できそうなこと 

・あいさつ運動、募金活動に取り組んでいきたい。 

 

２．協議事項 

(１) 児童・生徒代表参加の懇談会を受けて 

・あいさつ運動は小中で取り組んでいるため、３校合同で取り組める

と考える。そこに引き続き、地域の方々にも入っていただく。 

・計画段階から中学生が加わることができれば、地域の取組にも参画



 できるのではないかと考える。 

(２) 学校評価の結果の考察（各校長より） 

〇狛江三小 

・「児童が困ったときに教員に相談できる」が概ね低かったことは課題

と考える。 

・来年度以降、更に子どもたちの意見を取り入れながら、相談しやす

い環境を作っていきたい。 

〇狛江六小 

・あいさつの項目が子どもたちの評価は高いが、保護者、教職員の評

価が低かった。 

・子どもたちは身近な担任にはあいさつをするが、それ以外の大人に

対してあいさつをしない場面があると考える。どんなときも自分か

らあいさつをできる子どもたちを育てていきたい。 

〇狛江二中 

・地域活動への参加率の低さが課題と考える。生徒が今以上に様々な

地域活動に参加し、地域と共に育てていきたい。　 

(３) 教育課程の承認 

来年度の教育課程について狛江三小、狛江六小、狛江二中の各校長

から説明後、承認をいただいた。 

 

３．次年度の計画について 

第１回　４/27(月)顔合わせ（六小） 

第２回　９/16(水)小中連携の日（三小）授業参観　 

第３回　３/10(水)まとめ（二中）


